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近
代
日
本
語
は

翻
訳
と
の
遭
遇
に
よ
っ
て

そ
の
核
心
部
分
が

形
成
さ
れ
て
き
た
。」

「
欧
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文
学
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翻
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と
近
代
文
章
語
の
形
成
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資
料

集
成

近
代
日
本
語
〈
形
成
と
翻
訳
〉

漢
文
対
応
の
日
本
語
か
ら
欧
文
対
応
の
日
本
語
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定価（本体20,000円＋税）

日
本
語
・
言
語
・
文
学
に
関
心
を
抱
く
す
べ
て
の
人
が

一
読
・
再
読
・
熟
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
群
へ
の

必
携
の〈
道
案
内
〉

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
…
本
来
な
ら
ば
欧
米
の
言
語
・
作
品
と
の
対
比
の
中

で
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
文
学
・
文
章
の
成
立
過
程
を
、

そ
れ
を
抜
き
に
し
て
考
察
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
、
二
葉
亭
の
「
だ
」
調
、
美
妙
の
「
で
す
」
調
、
紅
葉
の
「
で
あ
る
」

調
と
い
う
よ
う
な
正
鵠
を
射
な
い
皮
相
な
解
釈
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
き
た
。

従
来
の
研
究
に
み
ら
れ
る
そ
う
し
た
歪
み
や
欠
陥
を
正
す
た
め
、
本
書
に
お
い

て
は
、
も
う
一
度
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
欧
米
の
言
語
・
文

学
と
の
対
比
を
基
本
に
、
日
本
に
新
た
な
文
章
・
文
学
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過

程
を
詳
し
く
た
ど
り
直
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
米
文
学
・
欧

米
言
語
と
の
対
比
を
通
し
て
み
た
近
代
文
学
・
近
代
文
章
語
の
形
成
と
い
う
こ

と
が
本
書
の
主
要
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
本
書
「
は
し
が
き
」
よ
り
）

日本語・文学・言語・近代研究者“必読”の注目の論考

近
代
日
本
語
の

近
代
日
本
語
の

〈
成
立
〉
と
は
、〈
完
成
〉
と
は
？

〈
成
立
〉
と
は
、〈
完
成
〉
と
は
？

《
言
文
一
致
》

《
言
文
一
致
》
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？

と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？

（2014年12月刊）



別
巻
●
目
次

　
口
絵
（
図
録
）近
代
日
本
語
形
成
史
［
カ
ラ
ー
16
頁
］

●
第
一
部
●
　
欧
文
の
直
訳
に
基
づ
く

日
本
語
の
初
期
化
と
再
構
成

序
章　

新
文
章
語
創
造
運
動
の
本
質

Ⅰ　
『
繋
思
談
』
の
出
現

初
期
翻
訳
文
学
の
三
区
分
／
周
密
文
体
の
は
じ
ま
り
／
『
花

柳
春
話
』
と
の
違
い
／
日
本
語
の
〈
初
期
化
〉

Ⅱ　

周
密
文
体
か
ら
言
文
一
致
体
へ

「
あ
ひ
ゞ
き
」
と
『
夜
と
朝
』
／
森
田
思
軒
の
「
ク
ラ
ウ
ド
」

／
思
軒
の
翻
訳
は
旧
文
体
か
／
「
言
文
一
致
体
」
と
は
い

か
な
る
文
体
か

Ⅲ　

新
文
章
語
創
造
運
動
の
本
質
―
〈
能
く

人
に
通
じ
る
直
訳
文
体
〉
の
創
造

「
日
本
文
章
の
将
来
」
／
「
あ
ひ
ゞ
き
」
も
「
ク
ラ
ウ
ド
」

も
本
質
は
新
文
体
／
〈
翻
訳
〉
は
す
べ
て
〈
創
作
〉
―
新

文
章
語
形
成
運
動
の
原
点

●
第
二
部
●
　
文
末
辞
か
ら
た
ど
る

近
代
文
章
語
の
形
成

序
章　

欧
文
と
の
比
較
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

文
末
辞
は
欧
文
動
詞
の
口
語
訳
に
関
わ
る
問
題
／
文
末
辞

に
集
約
さ
れ
た
新
文
体
の
本
質

Ⅰ　

新
文
章
語
の
は
じ
ま
り
―
外
国
語
教
育
に

お
け
る
「
で
あ
る
」
文
の
普
及

「
で
あ
る
」の
由
来
／
服
部
南
郭『
唐
詩
選
解
』／
英
会
話
の

直
訳
書
／
『
英
文
典
』
に
よ
る
規
則
化
／
そ
の
後
の
展
開

Ⅱ　

文
学
界
に
お
け
る
展
開
―
常
体
文
章
語

と
し
て
の
「
で
あ
る
」
文
の
成
立

従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
疑
問
／
山
田
美
妙
「
ふ
く
さ
づ
ゝ

み
」「
武
蔵
野
」
―「
で
あ
る
」文
の
出
発
点
／
二
葉
亭
四
迷

「
あ
ひ
ゞ
き
」「
浮
雲
　
第
三
篇
」
―「
で
あ
る
」文
の
基
礎

の
確
立
／
言
文
一
致
の
停
滞
期
―
坪
内
逍
遥
の
呼
び
か
け

／
内
田
魯
庵
『
罪
と
罰
』
―「
で
あ
る
」文
の
新
展
開
／
尾

崎
紅
葉
「
隣
の
女
」
―「
で
あ
る
」文
の
完
成
と
普
及

Ⅲ　

翻
訳
か
ら
創
作
へ
―
自
由
間
接
話
法
の

発
見
と
そ
の
展
開

森
田
思
軒
の
「
牢
帰
り
」
―
〈
語
り
手
〉
と
〈
登
場
人
物
〉

の
視
点
の
一
体
化
／
紅
葉
は
日
本
の
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
？
―

「
で
あ
る
」
文
体
創
造
の
意
義

［
付
録
］
若
松
賤
子
と
「
小
公
子
」
―
児
童
文
学
の

翻
訳
と
新
文
体
の
形
成

若
松
賤
子
の
新
文
体
／
読
者
・
批
評
家
の
目
に
映
じ
た
賤

子
の
新
文
体
／
母
が
児
に
「
言
い
聞
か
せ
る
」
物
語
／
文

学
者
・
若
松
賤
子
／
児
童
と
新
文
体
／
そ
の
後
の
展
開

［
史
料
集
］藤
田
茂
吉
・
尾
崎
庸
夫「
繋
思
談
例
言
」（
明
治
18
年
）

／
山
田
美
妙
「
言
文
一
致
論
概
略
」（
明
治
21
年
）
／
森
田
思

軒
「
日
本
文
章
の
将
来
」（
明
治
21
年
）
ほ
か
本
文
中
に
引
用

さ
れ
た
文
献
の
複
刻
〔
13
点
約
120
頁
〕

［
年
表
］
日
本
近
代
文
体
史
（
常
体
編
）

「
は
し
が
き
」よ
り

　

も
し
仮
に
、
日
本
の
小
説
家
た
ち
が
、
こ
の
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
に
端
を
発
し
、
ゾ
ラ
の
自
然
主
義
小
説
、
さ
ら
に

は
プ
ル
ー
ス
ト
の
心
理
小
説
、
ウ
ル
フ
、
ジ
ョ
イ
ス
の
意
識
の
流
れ
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
近
代
小
説
の
手
法
を
自
家

薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
い
の
な
ら
ば
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
登
場
人
物
の
「
言
」
と
語
り
手
の
「
文
」
の
統
一
化

は
不
可
欠
の
も
の
と
な
る
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
登
場
人
物
と
同
じ
視
点
・
時
点
に
立
っ
て
そ
の
意
識
の
流
れ
を
体

感
し
て
い
る
よ
う
な
ゾ
ラ
一
流
の
心
理
小
説
を
日
本
の
土
壌
に
根
づ
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
に
い
ち

早
く
気
づ
い
た
の
が
紅
葉
で
あ
り
、
紅
葉
は
、
明
治
二
四
年
五
月
（
す
な
わ
ち
「
隣
の
女
」
の
連
載
を
開
始
す
る
二
年
三
カ
月

前
）
に
、
傍
ら
の
田
山
花
袋
に
ゾ
ラ
の
作
品
を
示
し
て
、

　

《
『
さ
う
だ
ね
、
何
と
言
つ
た
つ
て
、
し
ま
ひ
に
は
言
文
一
致
だ
ね
。
外
国
の
作
品
の
や
う
に
な
る
に
き
ま
つ
て
ゐ

る
ね
』
か
う
か
れ
は
言
つ
て
、
傍
に
置
い
て
あ
る
一
冊
の
本
を
私
に
見
せ
た
。
…
…
忘
れ
も
し
な
い
、
そ
れ
は

ゾ
ラ
の
『
ア
ベ
、
ム
ウ
レ
の
罪
』
で
あ
つ
た
。
…
…
『
ち
よ
つ
と
読
ん
で
見
た
が
ね
。
面
白
い
ね
。
非
常
に
細

緻
な
、
レ
ア
リ
ス
チ
ツ
ク
な
も
ん
だ
。
さ
う
だ
ね
―
―
た
と
へ
て
み
れ
ば
』
か
う
言
つ
て
、
そ
こ
に
あ
つ
た
扇

を
取
つ
て
、
少
し
開
け
て
見
せ
て
、
『
か
う
し
た
襞ひ

だ

、
細
か
い
襞ひ

だ

の
濃
淡
を
一
つ
一
つ
書
い
て
見
せ
た
や
う
な
も

の
だ
ね
…
…
何
と
も
言
は
れ
な
い
ね
。
と
て
も
此
方
で
は
真
似
は
出
来
な
い
ね
』
》

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
紅
葉
が
言
う
「
言
文
一
致
」
の
意
味
は
、
単
に
、
口
語
を
も
っ
て
小
説
の
文
章
を
つ
づ
る
と
い
う
、

世
間
一
般
で
用
い
ら
れ
る
意
味
で
は
な
い
。
も
っ
と
作
品
の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
、
登
場
人
物
の
「
言
」
と
語
り
手

の
「
文
」
を
一
致
さ
せ
る
と
い
う
意
味
、
す
な
わ
ち
自
由
間
接
話
法
の
意
味
で
彼
は
そ
れ
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
散
見
さ
れ
る
「
外
国
作
品
」
＝
「
言
文
一
致
」
、
「
ゾ
ラ
の
作
品
」
＝
「
細
か
い
襞ひ

だ

の
濃
淡
を
一
つ
一
つ
書
い

て
見
せ
」
る
「
レ
ア
リ
ス
チ
ツ
ク
な
」
文
体
と
い
う
紅
葉
の
言
葉
を
一
つ
一
つ
つ
な
げ
て
い
け
ば
、
お
の
ず
と
そ
う

し
た
解
釈
へ
と
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
〔
略
〕

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
文
学
・
近
代
文
章
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
欧
米
の
言
語
や
文
学
と
の
対
比
を
抜
き
に
し
て

は
決
し
て
見
え
て
く
る
こ
と
の
な
い
重
要
な
動
機
や
原
因
が
潜
ん
で
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
ご
く
当
た
り

前
の
こ
と
で
、
当
時
の
新
文
章
語
の
創
造
運
動
と
い
う
の
は
、
元
来
が
、
欧
米
の
情
報
・
知
識
を
よ
り
直
接
的
に
、

よ
り
効
率
的
に
吸
収
す
る
た
め
の
文
章
語
の
創
造
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
学
の
場

合
で
い
う
な
ら
ば
、
精
緻
な
状
況
描
写
や
心
理
描
写
が
盛
り
込
ま
れ
た
欧
米
の
小
説
を
よ
り
正
確
に
写
し
と
る
た
め

の
新
文
体
の
創
造
、
さ
ら
に
は
、
そ
う
し
た
小
説
を
日
本
に
お
い
て
新
た
に
創
り
だ
す
た
め
の
新
文
体
の
創
造
と
い

う
こ
と
が
そ
の
大
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
換
言
す
る
と
、
欧
米
の
言
語
・
作
品
を
モ
デ
ル
と
す
る
新
文
体
の
創
造
と

い
う
こ
と
が
近
代
文
学
・
近
代
文
章
語
の
形
成
を
促
す
最
大
の
要
因
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
近
代
文
学
・
近
代
文
章

語
の
成
立
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
上
で
の
最
大
の
座
標
軸
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
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